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研究成果の概要（和文）：　看護大学生が捉える「主体的学習」の概念構造は、動機付け因子と活動因子の２因
子からなっていた。動機付け因子は、内発的動機付けとして【学ぶ楽しみの実感】【興味関心の連鎖】【知的欲
求の萌芽】、外発的動機づけとして【学習の意義の認識】があった。活動因子は、認知的方略として【自己学習
による授業の反芻】【期限で区切られた学習の取り組み】、外的リソース方略として【同学年との切磋琢磨】
【異学年からの刺激】【学習に適した環境の選択】があった。
　「主体的学習」とは、学習を促進する肯定的な感覚の経験や学習目的の認識を動機とした、自分でコントロー
ルできる学習方法の実践や他者との協同による学習活動と定義された。

研究成果の概要（英文）：The conceptual structure of "independent learning" as perceived by nursing 
college students consisted of 2 factors: motivating factors and active factors. Motivational factors
 included [Experience the fun of learning] [chain of interest] [emergence of intellectual desire] as
 intrinsic motivation and [Awareness of the significance of learning] as extrinsic motivation. 
Activity factors included [Self-learning lesson rumination] [Deadline Learning Initiatives] as a 
cognitive strategy and [Friendly competition with the same grade] [Choosing the right environment 
for learning] [Stimulus from a different grade] as an external resource strategy. "independent 
learning" was defined as self-controlled learning practices and collaborative learning activities 
motivated by positive sensory experiences that promote learning or by recognizing learning 
objectives.

研究分野：公衆衛生看護学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　近年、全国の大学でアクティブ・ラーニング（AL）が積極的に取り組まれている。ただし、その取り組みの評
価指標は、学生による満足度等に委ねられ、主体的学習が評価しきれていない懸念がある。主体的学習の概念を
明らかにし、それを把握することができればALの取り組みのPDCAサイクルを実質的に強化し、これを飛躍的に向
上させることができる。
　世界的に少子高齢社会が進む我が国において、本研究は従来の知見のみに頼らず、未知の課題に対して自ら主
体的に学び解決し続けることのできる看護職の養成を一助となる。これにより、新たな知見や技術の導入を可能
とし、国民の健康と福祉の向上にさらなる貢献をすることが期待される。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

2012年 3月に文部科学省中央教育審議会は答申として「予測困難な時代において 生涯学び
続け、主体的に考える力を育成する大学へ」(文部科学省, 2012)を示し、今後の社会では、国民
一人一人が主体的な思考力や構想力を育み、想定外の困難に処する判断力の源泉となるよう教
養、知識、経験を積むとともに、協調性と創造性を合わせ持つことのできるような大学教育へ
の質的転換が必要であるとした。また、同年 6月には「大学改革実行プラン～社会の変革のエ
ンジンとなる大学づくり～」（文部科学省, 2012）を示し、今後の社会では、主体的に学び考え
どんな状況にも対応できる多様な人材が求められるとされている。さらに、これら人材を輩出
するために大学教育に求められることとして、学生の主体的な学びを確立するための質的転換
を迫っている。 
また、厚生労働省も 2011年 2月に「新人看護職員研修ガイドライン」(厚生労働省, 2011)を
示し、看護職の臨床実践能力構造における核の一つとして、生涯にわたる主体的な自己学習の
継続を挙げてられている。さらに、この「生涯にわたる主体的な自己学習の継続」は、就職後
一年以内に習得を目指すことにされており、早期の到達目標として設定されている。このよう
に文部科学省・厚生労働省の両省は、「主体的に学習すること」を重要視している。近年、養成
機関が専門学校から大学教育へ確実に移行し、増加を続けている看護系大学にとって、学生の
主体的学習態度を伸ばす教育方法の改善や教育環境の整備は喫緊の課題であると考えられる。 
このように国が「主体的学習」を重要視する一方で、この用語の一般性・汎用性のためか前
述の二つの報告書には「主体的学習」についてあらためて明確な定義を示した記述は見つける
ことができない。学習者の「主体性」や「主体的学習」は、近年特に注目されているアクティ
ブ・ラーニングはもちろん、教育そのものにおいて中核的な概念である。しかし、教育の現場
で一般的・汎用的に「主体的学習」という用語が用いられていながら、これが具体的にどのよ
うな学習態度・行為であるのかは、各学習者や各教育者における凡その了解の基で捉えられて
いることは否めない。また、看護教育は、その教育内容において演習や実習が重視されている
ことや、卒業時に国家試験を受験資格が得られるなどの特徴がある。したがって、そこでの「主
体的学習」にも他の学問分野とは異なる特徴があることも考えられる。 
近年、養成機関が専門学校から大学教育へ確実に移行し、増加を続けている看護系大学にと
って、学生の主体的学習度を適切に評価し、それに応じた教育方法や教育環境の改善が求めら
れている。主体的学習を測定する尺度（主体的学習度評価ツール）は、先行研究においていく
つか報告されている。しかし、既存の尺度の測定対象は義務教育の小学生（下山，1983／浅海，
1999）や中学生（井上，2005）に限られており、高等学校や大学などの生徒・学生を測定対象
としたものはない。高等学校以上の者を測定対象とした尺度は、就労している看護師を対象と
したもの（西村，1995）が唯一あるのみである。看護基礎教育では、講義・演習・実習の一連
の授業形態をとっている。いずれの授業形態においても主体的学習が強く求められ、特に実習
においてはこれが不可欠である。しかし、それにも関わらず、主体的学習を測定する尺度はな
い。したがって、看護大学生の「主体的学習」態度・状況を把握できる測定尺度が求められる
と考える。前述の文部科学省の答申（2012）では、従来の知識の伝達・注入を中心としたもの
から、教員と学生が意思疎通を図りつつ、一緒になって切磋琢磨し、相互に刺激を与えながら
知的に成長する場を作り、学生が主体的に問題を発見し解を見出していくアクティブ・ラーニ
ングが必要としている。近年、全国の大学でアクティブ・ラーニングへのシフトが積極的に取
り組まれている。ただし、その取り組みの評価指標は、学生による満足度等に委ねられ、真に
主体的学習が達成されているかを評価しきれていないことが懸念される。もし、学生の「主体
的学習」態度・状況を把握できれば、PDCAサイクルを実質的に強化し、アクティブ・ラーニ
ングへのシフトを飛躍的に向上させることができることが期待される。さらに、学生自らがこ
れを把握できるようになれば、学生は自らの学習態度を客観的に確認することが可能になる。
これにより、教員による改善の取り組みに加えて、学生自身が意識・行動を修正する機会を与
えることも期待される 
我が国は歴史的・世界的に経験したことがない少子高齢社会の只中にある。看護大学生の「主
体的学習」態度の涵養は、未知の課題に対して自ら主体的に学び解決し続けることのできる看
護職養成の一助となるとしても過言ではない。これは、例えば、漫然としたルーティンワーク
から生じる医療事故を予防したり、在宅医療で先端的医療機器導入を可能にし、QOL改善をし
たりできるなど、医療機関や在宅医療の実際の現場で、国民の健康と福祉の向上に貢献する重
要な基盤になるものと考えられる。 

 
２．研究の目的 
第一に、看護系大学での看護基礎教育における「主体的学習」の概念を、学習の当事者であ
る看護大学生の認識や経験から明らかにすることを目的とする。それは、看護系大学の看護基
礎教育において利用できる「自記式主体的学習度評価ツール」開発の際、最も重要な「主体的
学習」の構成概念として活用される。 
 
３．研究の方法 
(1） 「主体的学習」概念に関連する情報収集と整理 
 「主体的学習」概念に関連する情報収集とその整理を行うために、論文や書籍などにおける



通常の先行研究の検討に加えて、関連学会及び各種研修に参加して情報に努めた。まず、関連
学会については、日本看護学教育学会、日本協同教育学会などに新規に加入し、これらの学会
に参加した。次に、各種研究に関しては、マインドマップ研修、日本協同教育学会が主催する
認定ワークショップのベーシック（初級）に加えアドバンス（中級）にも参加した。 
 これらの関連学会及び各種研修から得た情報は、研究代表者及び研究分担者と共有し、「主体
的学習」概念の検証に役立てた。 
 

(2） 「主体的学習」概念の解明 
「主体的学習」概念については、看護大学生へのインタビュー調査を行い、これをテキスト
マイニングによって明らかにした。 
対象者は、A看護系大学に在籍する看護大学生（1～4年生、各 2～3名、合計 11名）で調査
の同意を得られた者とした。選定条件は、自分自身の体験や考えや思いを言語化することに対
して過度の負担を感じることなく行える者とした。対象者の募集は、対象者の参加への自由意
思を尊重し、協力へ強制力を生じさせない配慮から、学内の掲示板に募集ポスターを掲示して
行った。協力の意志のある者から研究者に口頭またはメールにてその旨を連絡してもらい、研
究の説明と依頼の日程を調整した。 
調査期間は、2017 年 10～11 月とした。調査の同意の得られた対象者に、静寂が保たれ、イ
ンタビュー内容が他者に漏れない環境下にて面接調査を行った。面接は半構成面接とし、事前
に作成したインタビューガイドに沿って行う｡時間は一人当たり 30～40 分程度とし、正確な記
録を得るために対象者の同意を得て IC レコーダーにて録音した｡ 
調査内容は、まず基本属性として、性別、年齢、学年、最終学歴、進路について尋ねた。主
体的学習については、この概念を明らかにするための 3つの枠組み（概念の特性、概念が生じ
る条件や先んじて起こること、概念の後に生じることや成果）に基づいて、以下の 3つについ
て尋ねた。具体的には、①主体的に学習している時に生じていること（気分・感情、行為・行
動、学習に対する考え）②主体的な学習を促している要因（自分自身の要因、人的・物理的環
境の要因）、③主体的な学習によって得られるもの（これまで得たことや変化、これから得られ
ることや変化が期待できること、逆に失うことや悪い変化。）とした。なお、インタビュー導入
時には、対象者が主体的に学習している授業（講義・演習・実習とその内容）や、逆にそれが
困難であると感じる授業について想起してもらうことで上記の内容を話しやすくなりように配
慮した。 
分析方法は、テキストマイニングを行った。まず、録音したインタビュー内容から逐語録を
作成した。逐語録は、一つの意味や内容を表現している一つの文章または複数の文章を一デー
タとして区切り、テキストデータとして用意した。次に、形態素解析の結果から、複合語とし
て抽出すべき単語の指定を行った。解析手法として、単語の出現回数と階層的クラスタ解析を
行った。単語の出現回数については、頻出する上位 150 語の抽出語リストを作成した。階層的
クラスタ分析においては、分析対象となる単語として解析ソフトの品詞体系における感動詞と
単語「思う」を除外した。階層的クラスタ分析によって明らかになったクラスタには、それぞ
れにクラスタ名を命名した。分析ソフトには、樋口(2004)が開発したテキストマイニングソフ
トである KH Coder（version 2.00f）を用いた。 
本研究を進めるための「主体的学習」の作業仮説としての定義は、岡部(2008)の自己決定と
行為の選択に関する論考を参考にした。さらに研究責任者の教育実践の経験もこれに反映させ
て考案した。具体的には、主体的学習とは、「取り組んでいる学習における学習者の意図・目的
が、学習者の中・長期的目的と調和・整合した状態にある行為」及び「学習者にとって肯定的
に捉えられている学習の経験や感覚」とした。 
倫理的配慮としては、本研究は対象者が学生であるため、協力の依頼において強制力が生じ
ないように十分に配慮した。協力するか否かによって、今後の学業の評価や学生生活に一切の
不利益が生じないこと、対象者がそれを詮索・心配することが生じないように事前に明確に説
明した。具体的な配慮として、対象者に研究協力の依頼を行う者は、対象者が依頼時に履修し
ている科目の科目責任者ではないことをはじめとし、成績や学生生活に直接的な関係性のない
ことに配慮した。なお、本調査の目的、方法、計画等全ての事柄は、事前に順天堂大学保健看
護学部研究等倫理委員会の承認（順保倫第 29-05 号）を得て行った。 
 

４．研究成果 
(1） 「主体的学習」概念に関する情報収集と整理 
① 関係省庁が捉える「主体的学習」概念 
文部科学省の報告書を見ると、同省中央教育審議会の初等中等教育分科会会議資料の中にお
いて、「主体的な学び」を「学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連
づけながら、見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って次につなげる」(文
部科学省, 2016)または「学ぶ意味と自分の人生や社会の在り方を主体的に結びつけていく」(文
部科学省, 2016)と定義されている記述を認めることができる。これは大学教育における「主体
的学習」の定義ではないものの、文部科学省が大学教育において目指すそれと大きな相違は無
いものであることが推察される。厚生労働省においても、「新人看護職員研修ガイドライン」に
おいて「主体的学習」の定義はされていないものの、新人看護職員の到達目標の一つである「生



涯にわたる主体的な自己学習の継続」の下位項目として、①自己評価及び他者評価を踏まえた
自己の学習課題をみつける、課題の解決に向けて必要な情報を収集し解決に向けて行動する③
学習の成果を自らの看護実践に活用する(厚生労働省, 2011)の 3つが挙げられており、厚生労
働省が目指す「主体的な自己学習」の内容を伺い知ることができる。 
このように文部科学省と厚生労働省が目指している「主体的学習」には、学習における望ま
しい態度の他、何かしらの志向性、評価、発展性などの共通の特性が含まれている。したがっ
て、両省が求める「主体的学習」とは、単に一般的な辞書が示す「ある活動をなす時、その主
体となって働きかけるさま」(新村, 2008)や「自分の意志・判断に基づいて行動するさま」(松
村, 1998)という意味に留まらない、より多面的で複合的な特性を含んだ概念として扱われてい
るといえることが明らかになった。 
② 「主体的学習」に近似・類似する概念の構造または尺度 
 看護教育における「主体性」については、いくつかの先行研究が報告されていた。新井ら（2011）
は、看護学生の主体性の捉え方と内容を文献検討によって明らかにした。それによれば、看護
学生の主体性は「課題の設定」「解決方法の模索」「責任ある行動」「成長の実感」「決定する力」
の 5つのカテゴリーからなり、特に「決定する力」が他の 4つに影響を与えるとしている。ま
た、嘉屋（1994）は、看護系大学 4年生が自己の主体性をどのように考えているかなどについ
てインタビュー調査を行っている。その結果、看護学生の主体性の解釈としては、「自発的行動
の重視」「動機面の重視」「主観と客観の大切さ」「場の条件と自己の吸収力」の 4つのカテゴリ
ーで明らかにした。また、看護学生は主体性を「自分で発見する」「自分で決める」などの自発
的行動と解釈していた。さらに主体性を発揮するための要因として「学習内容への興味」など
を挙げていた。ただし、後者の先行研究では、インタビュー対象者が 4年生のみに限られてお
り、1～3年生も含めた看護大学生が学習における主体性をどのように捉えているのかは明らか
ではなかった。安酸（1995）は、臨床実習における看護学生を、授業を創造する一方の参加者
として尊重し、教師は学生が自分自身の経験に意味づけをしていくための援助者でありたいと
述べ、そのためにも学生からの出来るだけ率直な意見に耳を傾けていく必要があるとしている。
安酸が指摘するように、教育において主体的学習ができるように援助するためには、第一に学
習の当事者である学生本人の語りに耳を傾けることは極めて重要であると考えられた。 
 看護大学生の「主体的学習」そのもの程度を測定する尺度はないものの、「主体的学習」に近
似・類似する尺度については、いくつかの尺度が開発されていた。まず、岡本（1985）は、一
般大学生を対象に「独自性欲求尺度」を開発している。この「独自性欲求尺度」は 8 因子 32
項目からなる。8因子は、「一般的な意見表明に関する態度」「他人からの避難に対する態度」「所
属集団からの心理的自由」「反対意見など抵抗のある場合の意見表明に関する態度」「進取の気
風」「攻撃的な自己主張」「規則に対する態度」「社会習慣に対する態度」だった。なお、この「独
自性欲求尺度」については、永嶋（1999）が看護専門学校生及び看護系大学 1～2年生を対象に
調査を行っていた。看護大学生の独自性欲求は、2 年過程看護学生と 3 年過程看護学生および
一般大学女子学生より低かったことを報告している。次に、藤田（2010）は、教員養成系大学
生を対象に「自己調整学習方略尺度」を開発している。この「自己調整学習方略尺度」は 4因
子 18 項目からなる。4因子は、「努力調整方略」「プランニング方略」「モニタリング方略」「認
知的方略」だった。最後に、看護大学生を
対象に開発された尺度として、伊山（2017）
の「臨地実習に対する看護大学生の自己調
整学習尺度（SRLS－CNP）」が挙げられる。
「臨地実習に対する看護大学生の自己調
整学習尺度」は、動機付け 2因子 7項目と
学習方略 3因子 9項目からなる。動機付け
因子は「内的動機づけ」「達成動機づけ」、
学習方略因子は「知識と看護技術の統合」
「多角的思考」「努力コントロール」だっ
た。なお、その他にもいくつかの尺度があ
りはしたものの、論文や開発手法で不明瞭
な点が認められたため、本稿からは除外し
ている。 
 
(2） 「主体的学習」概念の解明 
① 看護大学生が捉える「主体的学習」概
念の構造 
看護大学生へのインタビュー調査のテ
キストマイニングによって「主体的学習」
概念を明らかにした。テキストマイニング
手法である階層的クラスタ分析によって
抽出された9つのクラスタを相互の関係性
を踏まえて「主体的学習」の概念構造は、
最終的に図のように考えられた。図は、概



念構造が動機付け因子と活動因子の 2つから成り、それらは相互に関連することを示している。
2つの因子のうち、まず動機付け因子は、自己決定の程度による動機付けの区分（松田,2014）
の視点で、内発的動機付けと外発的動機付けに分けた。内発的動機付けには【学ぶ楽しみの実
感】【興味関心の連鎖】【知的欲求の萌芽】、外発的動機付けには【学習の意義の認識】を含めて
いる。次に活動因子は、学習方略の種類（植阪,2010）の視点で、認知的方略と外的リソース戦
略に分けた。認知的方略には【自己学習による授業の反芻】【期限で区切られた学習の取り組み】、
外的リソース戦略には【同学年との切磋琢磨】【異学年からの刺激】【学習に適した環境の選択】
を含めている。看護大学生が捉える「主体的学習」とは、図のとおり、動機付け因子と活動因
子からなり、さらにそれらは相互に関連しあうものと考えられた。嘉屋（1994）は、看護大学
生における主体性についての意味の解釈は、動機を重視したものと行動を重視したものに大別
されるとしている。このことは、本研究で示した２つの因子からなる概念構造と一致する。ま
た、畑野（2013）は複数の専門分野の大学 1年生を対象にした調査において、内発的動機付け
は自己調整学習方略を媒介して主体的学習を促すとしている。さらに、内発的動機付けが高い
大学生は、主体的学習態度をとる前段階において自らの認知や動機付けを調整するプロセスが
存在する可能性も指摘している。つまり、動機付けと学習方略はそれぞれ独立して主体的学習
を促すというよりも、相互に関連しあいながらそれを促すといえる。本研究で見出された看護
大学生の主体的学習の概念構造においても、同様に動機付け因子と活動因子の 2因子が相互に
関連する構造を持つ可能性が考えられた。 
② 看護大学生が捉える「主体的学習」概念の定義 
 抽出したクラスタ及び概念構造に基づき、看護大学生が捉える主体的学習とは「学習を促進
する肯定的な感覚の経験や学習目的の認識を動機とした、自分でコントロールできる学習方法
の実践や他者との協同による学習活動」と定義された。 
 
(3） 各種教育手法における「主体的学習」概念の検証 
主体的学習の促進に効果があるとされる協同学習やマインドマップの手法と「主体的学習」
概念とを検証し、それらは部分的に一致することが確認できた。まず、協同学習手法について
は、【同学年との切磋琢磨】【異学年からの刺激】が活性化されることが考えられる。学生が捉
える「主体的学習」体験の多くは、他者との関わりの中で認識されやすいことが示唆された。
したがって、主体的学習を促進させる教育実践としては、学生個人を対象とすることはもちろ
ん、学習集団を対象として捉えることがより重要である。次に、マインドマップ手法について
は、内発的動機付けである【学ぶ楽しみの実感】【興味関心の連鎖】【知的欲求の萌芽】が活性
化されることが考えられる。学生が「主体的学習」行動をとろうとする以前の段階では、楽し
さなどの肯定的感覚が認識されていた。したがって、主体的学習を促進させる教育実践として
は、単に学習内容の意義や価値を説くのではなく、学習行動に対して肯定的感覚を持てるよう
に配慮することがより重要である。なお、マインドマップの取り組みは、2018 年に日本公衆衛
生看護学会において「好きになる地域診断～基礎教育におけるマインドマップの活用」として
学術奨励賞を受賞した。 
 
(4） 課題と今後の展開 
 前述のように検証ができた一方で、学習者自身が捉えている「主体的学習」が、必ずしも学
習者として望ましい「主体的学習」ではないことに注意しなければならない。例えば、本研究
で抽出されたクラスタの中に【期限で区切られた学習の取り組み】があったが、定期試験対策
のような短期的な目標に基づく学習だけに終始することには、教育者側としては諸手を挙げて
賛同することできない。厚生労働省が新人看護職員研修ガイドラインにおいて掲げる「生涯に
わたる主体的な自己学習の継続」（厚生労働省,2011）とは、まさに長期的な学習の取り組みで
ある。看護基礎教育において、この長期的な主体的学習の姿勢をいかに涵養できるかは大きな
課題であると考える。また、本研究では最も重要な「主体的学習」概念は明らかにできたもの
の、それに基づいた尺度開発までには至らなかった。この点については、できるだけ早くその
完成を急ぎたい。さらに、看護大学生の「主体的学習」には、同学年あるいは異学年との学習
と通じた交流や集団学習のあり方が重要であるとの知見を得た。このことから、看護学分野に
おける知識や技術もまた社会構築主義的な側面が重要であると考える。今後は、主体的学習が
個人のみで完結するのではなく、集団で成されるものとして捉えていく必要があることや、そ
れを実現する手法についてさらに明らかにする必要性が示唆された。 
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